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ABSTRACT: We have deve且oped a near弓m伽ared camera which is a七もached to抽e CRL 1. 5m

telescope. The camera cons且Sもs oぜam鞄Cdle 2-D array組28x128) wi触reducing optics

which yle且ds a随もa且翫e且d oぜview oぜ4.'2 by私　2 wl馳an angular resolution oぜ

2"/pixel｡伽imgもo随e w且de翫e且d oぜview,抽is sysもem is most use蝕1 for observing

faint and extended objecもS融馳brighもbackground radia机on. We brie封y report the

system,紬e method oぜre血ct五omy and some asもronomica且resulもs obtained soぬr.

1｡はじめに

天文学において､近赤外線による鮭漁観測は､従来はシングルディテクターしか使周でき
かったために､いわゆるマッピング観測が主流であった.これは､鉱がった天体を観測する際
には､望遠鏡を少しずつ動かして像を侍っていくため､非常に観測時間カも鉾要となっていた｡
この数年､可視光におけるC C Dと同様､近赤外域でも高感度の2次元書最後素子が開発されて
きており､赤到磯を天文学においても緩像観測が可宙bbになってきた｡現在入手可能な大型の2次
元静像素子には､瓦mSbを周いたものでは58x62尊256x256､鞄Cdleでは256x256､靴Siでは512x51
2をどが有る｡
2.通信総研近赤外劫がラ
われわれは､郵政省通信総合研究所(東京者醐＼金井市)に且988年3月完成した1. 5m望遠鏡にと

りつけで隆能を発揮するように､且988年当時入手可能であったいくつかの素子から､鞄CdTel28

xl28の素子を開いた冶メラシステムを設計し損､これを声軌暁天俸観測を行なってきている｡

この素子は､液匝窒素温度で闘い､蟻から2, 5揖こ感度が有り､最高80%の量子効率､ 400eの

読みだし薄青とiU)7--の高い害毒'-.---'ンぺふ､ 2Ge7sの悪い暗電流を持っている.こ. 5m望遠鏡のナ
スミス焦点(F/且8)において､ 4, 2分角の視野と且ピクセルあたり2秒の分解能を得る｡この4. 2分
角の広視野は現雄界の天文台で稼動中の同種額のカメラの中でも最大級であり､特に銀河な
どの鉱がった天体を観測するのに最も適している｡フィルターは､天文学において標準的なJ(1
2朗)､郎且. 6/x)､ K(2.2朗)のバン匹パスフィルターの飽､いくつかの狭欝域フィルターも使開
している｡
3.データ取得及び解析システム

データ取得は､ SunのワークステーションSparcStatlon2で､ ⅧEバス上に構築された汎桐CCD
ニンT-,ロー}]yシステム配SSIAを--.¥.蝣＼コ　　して　をう,:､データは､二6bitでA/D変換され､腎S
上のハードディスクに蓄えられる｡

デ-夕解析は､同じWS止で働く､瓦馳F獅age鮎血C机on and Analys五s Fac損晦)2)をタ軌1て
�"蝣V"なう.こ.この!?Aさは､アメ'..'S***の≡立光学天文至で葉栗された乱苧3;雷篤処璽ソフトウェアで､
多次元の画像データを効率魔く扱うことが出来る｡ワークステーションの上のウインドウシス
テムで動かすため､操伸性も虞い｡
凍｡轟抑手早法

典型的な観測は､ 1.目的の天体を綴像､ 2.その天体の近くの空くその天体臣身や､あまり明
るい星が写っていない範囲で出来るだけ近く-且0')を撮像､ 3,且と2を一組として必要を積分時
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時間で暗電流を測定する､という剖贋で行なわれる｡観測される信号から必要とする天体の明

るさは､

^signal^x'y'^｡bjec藩y)蝣ih｡^V｡rnnnH¥^サJ'>
-backgr｡und瑚x,y)+晦y)

から

｡bjec舟y)-(iRi｡na,(x,y)-

signal晦y))/E(xpyHbackgr｡und^X>^
として得られるOここで瓦signalは観測される信号､‡｡bjectは目的からの光､Ⅰbackgr｡undは背景の光､

Eはカメラの感度､Dは暗電流である｡ここでE以外は実際の測定から得られるが､Eだけは直接

測定出来ない｡このため一様を光を観測して素子間の感度のバラツ尊を補整する必要が有るが､

一様な光源を周意するのは困難な為､backgr｡undを何校もメディアンフィルターで平均化して代

周する｡これは‡backgr｡undがほぼ一様であろうということを仮定しているわけだが､実際には大

貫-ssj二三二アブj-i"-の韓茸変化僻に､Kiバンド)や望遠鏡の姿勢の変こよる背景光の変化

僻に緋ンド)があるので‡backgr｡und職ま→陳ではない◇従って天体を観測したのと近い時刻に

敵糾した‡backgr｡undを耳｡bjec周様に互backgr｡und^'*'くIォw(x,yHRi,mfli(x,y)-

skysignal晦y))/E(x,y)として

求める｡

このようを手法をとることによって､はる窮賢景光の0.5%程度の微弱な光まで検出することが出

来た｡下図に盤の観測データsignalと感度ムラのパターンE､及び得られ餌objectを示す〇

三｡真言貢

観測したいくつかの銀河のうち､隅C89掴こついて報告するNGC8犯は星間ダストが多量に存

在する音㈱可をほ甚建碑から見たもので､星間ダス机こよる減光のため(いわゆるダーク

レ-ン)今までの可視光での徽剛では銀河面に近い付近の構造は見えなかった｡今回の近赤外

線による謄像観測､帯に臨パン匹のイメ-ジによってダークレ-ン中の構造がはっきりと観測さ

れ､盛者咽に近いところに非常に薄い星の層があることが分かった｡

Fig.且鮎W血生a Hsignal)　訂五g臼望maもぜiel机E)
Fig.3F且nalImage(LhWt)
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